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６
月
16
日
（
金
）、
野
菜
等
集
出
荷
セ
ン
タ
ー
で
ピ
ー
マ

ン
の
出
荷
目
慣
ら
し
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

目
慣
ら
し
会
で
は
、
札
幌
み
ら
い
中
央
青
果
株
式
会
社

の
職
員
と
ピ
ー
マ
ン
部
会
の
部
会
員
が
参
加
し
、
出
荷
規

格
や
出
荷
要
領
の
確
認
、
実
際
に
ピ
ー
マ
ン
を
手
に
取
り

規
格
や
品
質
を
見
定
め
て
い
ま
し
た
。

　

真
剣
な
表
情
で
質
問
を
交
え
な
が
ら
、
ピ
ー
マ
ン
を
確

認
し
て
い
る
部
会
員
の
姿
を
見
て
、
本
年
産
の
収
穫
に
向

け
る
熱
い
想
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

出
荷
間
近
ピ
ー
マ
ン
目
慣
ら
し
会
開
催

を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
か
ら
の
人
望
も
厚
く
、
献
身
的
か

つ
精
力
的
に
仲
間
と
共
に
営
農
活
動
に
従
事
し
、
農
協

の
理
事
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
の
後
継
者
不

足
を
懸
念
し
町
内
農
家
の
法
人
化
を
最
前
線
で
進
め
る

な
ど
多
く
の
事
業
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
北
海
道
報
徳
名
誉
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

氏
は
現
在
も
、
南
幌
町
内
の
施
設
管
理
や
町
内
施
設

周
辺
の
草
刈
り
を
行
う
等
の
活
動
を
通
し
て
南
幌
町
へ

貢
献
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
千
成
氏
の
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

６
月
20
日
（
火
）、
共
済
ビ
ル
（
札
幌
市
中
央
区
）
で
、

J
A
北
海
道
中
央
会
臨
時
総
会
や
全
道
J
A
組
合
長
会

議
が
併
催
さ
れ
、
全
道
の
J
A
組
合
長
及
び
来
賓
が
見

守
る
な
か
、
北
海
道
報
徳
社
か
ら
各
分
野
で
の
功
績
者

へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
こ
の
度
、
千
成 

勝
治
氏
（
夕
張

太
西
幌
）が
北
海
道
報
徳
名
誉
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
誉
賞
は
、
昭
和
58
年
度
よ
り
、
過
去
の
北
海
道
報

徳
善
行
賞
受
賞
者
の
中
か
ら
特
に
事
績
顕
著
な
方
が
表

彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
代
か
ら
昭
和
42
年
に
経
営
移
譲
さ
れ
た
千
成
氏

は
、
何
事
に
も
心
を
込
め
て
作
業
す
る
気
構
え
で
農
業

に
向
き
合
い
、
現
役
時
代
に
は
、
５
年
連
続
で
１
等
米

千
成
勝
治
氏
が
北
海
道
報
徳
名
誉
賞
を
受
賞



　

当
J
A
で
は
、
南
幌
小
学
校
５
年
生
を
対
象
と
し
た
田

植
え
・
稲
刈
り
体
験
等
を
行
う
学
習
田
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
小
学
生
へ
の
食
育
活
動
の
一
環
と

し
て
毎
年
行
っ
て
お
り
、
春
の
田
植
え
か
ら
始
ま
り
、
移

植
後
の
苗
の
観
察
、
稲
刈
り
、
刈
り
取
っ
た
お
米
を
食
べ

る
試
食
会
ま
で
実
施
し
ま
す
。
児
童
達
は
、
１
年
間
の
活

動
を
通
し
て
日
常
生
活
で
食
卓
に
並
ぶ
お
米
が
、
ど
の
よ

う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

５
月
15
日
（
月
）
に
は
、
南
幌
小
学
校
で
事
前
学
習
を

行
い
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
空
知
南
西
部

支
所
の
山
越
専
門
普
及
指
導
員
を
招
き
授
業
が
行
わ
れ
、

「
田
植
え
ま
で
の
苗
の
育
苗
方
法
や
ほ
場
の
準
備
に
つ
い

て
」「
田
植
え
時
の
注
意
点
に
つ
い
て
」
の
２
点
に
つ
い

て
勉
強
し
、
田
植
え
学
習
前
に
見
聞
を
広
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

５
月
24
日
（
水
）
に
は
、
織
田 

章
氏
（
鶴
城
）
の
水

稲
ほ
場
を
お
借
り
し
、
田
植
え
学
習
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

40
名
の
児
童
達
は
、
初
め
て
の
体
験
で
恐
る
恐
る
田
ん

ぼ
に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
た
様
子
で
、
元

気
よ
く
苗
を
手
植
え
し
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
、「
初
め
て
の
田
植
え
で
大
変
だ
っ
た
け

れ
ど
、
植
え
る
の
が
楽
し
く
て
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

苗
を
植
え
た
後
に
は
、
児
童
に
虫
よ
け
効
果
の
あ
る

ア
ッ
プ
ル
ミ
ン
ト
を
畔
に
植
え
付
け
て
も
ら
い
、
ク
リ
ー

ン
農
業
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

田
植
え
を
通
し
て
南
幌
町
の
基
幹
産
業
を
学
ぶ

　

６
月
10
日
（
土
）、
J
A
バ
ン
ク
な
ん
ぽ
ろ
で
は
、

年
金
・
ロ
ー
ン
・
共
済
相
談
会
を
行
い
ま
し
た
。当
日
は
、

社
会
保
険
労
務
士
の
荒
千
鶴
先
生
を
招
き
、
４
名
の
来

店
者
に
対
し
て
年
金
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
J
A
バ
ン
ク
な
ん
ぽ
ろ
で
は
、
お
客
様
が
快

適
に
利
用
で
き
る
環
境
作
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
な

お
、
次
回
の
年
金
・
ロ
ー
ン
・
共
済
相
談
会
は
、
10
月

に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

年
金・ロ
ー
ン・共
済
相
談
会
を
行
い
ま
し
た
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第
２
回
例
会
開
催

　

６
月
15
日
（
木
）、
三
重
湖
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
第
２
回

青
年
部
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
例
会
で
は
、
各
班
の
活
動

報
告
や
本
年
の
青
年
部
活
動
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

例
会
終
了
後
に
は
、
田
植
え
作
業
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め

の
泥
落
と
し
を
、
３
年
ぶ
り
に
野
外
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
盟
友
達
は
、
近
況
報
告
や
営
農

の
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
後
も
J
A
な
ん
ぽ
ろ
青

年
部
で
は
、
盟
友
達
と
の
交
流
の
場
を
大
切
に
し
て
、
何
事

に
も
挑
戦
し
楽
し
い
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

発行者
JA なんぽろ青年部
編集責任者　奈良岡凌平
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５
月
26
日
（
金
）、
武
良 

敏
則
氏
（
鶴
城
）
の
水
稲

圃
場
で
、
水
稲
除
草
剤
「
サ
キ
ガ
ケ
楽
粒
」
の
散
布
実

演
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
除
草
剤
は
拡
散
性
の
良

い
新
規
製
剤
で
、
今
年
散
布
を
予
定
し
て
い
る
組
合
員

数
名
が
集
ま
り
、
散
布
時
の
注
意
点
等
を
確
認
し
な
が

ら
散
布
実
演
を
行
い
ま
し
た
。
約
1
．
5
ha
の
圃
場
で
、

風
上
側
の
畦
畔
１
辺
か
ら
ひ
し
ゃ
く
で
散
布
す
る
と
、

約
５
分
ほ
ど
で
作
業
が
完
了
し
、
省
力
化
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
北
興
化
学
工
業
株
式
会

社
の
柳
瀬
氏
よ
り
薬
剤
に
関
す
る
詳
細
説
明
が
あ
り
、

参
加
者
か
ら
は
「
具
体
的
な
散
布
方
法
を
確
認
で
き
て

良
い
機
会
だ
っ
た
」
と
い
う
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

薬
剤
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
J
A
グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
ま
で
（
3
7
8-

2
2
3
1
）。

楽
粒
散
布
実
演
会
で
作
業
を
確
認

　

５
月
29
日
（
月
）
か
ら
６
月
２
日
（
金
）
の
１
週
間
、

J
A
３
階
大
会
議
室
で
経
営
所
得
安
定
対
策
等
の
申
請
手

続
き
、
畑
作
物
産
地
形
成
促
進
事
業
と
コ
メ
新
市
場
開
拓

等
促
進
事
業
（
旧
水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
）
に
係
る

要
件
確
認
、肥
料
高
騰
対
策
に
係
る
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
受
付
確
認
内
容
も
多
く
、
各
曜
日
で
地
区
割

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
営
農
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ

う
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
も
実

施
し
な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
農
繁
期
の
受
付
で
あ
り
ま
し
た
が
、
期
間
中
に

た
く
さ
ん
の
生
産
者
の
方
が
訪
れ
、
南
幌
町
農
業
再
生
協

議
会
事
務
局
で
あ
る
営
農
部
農
業
振
興
課
と
南
幌
町
産
業

振
興
課
農
政
グ
ル
ー
プ
の
職
員
が
受
付
を
行
い
ま
し
た
。

経
営
所
得
安
定
対
策
等
の
手
続
き
を
実
施

　

４
月
17
日
（
月
）
か
ら
５
月
19
日
（
金
）
の
１
ヶ
月

に
わ
た
り
、
北
海
道
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
令

和
５
年
度
新
入
職
員
の
小
師
悠
聖
さ
ん
、
村
山
睦
也
さ

ん
、
吉
田
沙
織
さ
ん
の
３
名
が
当
Ｊ
Ａ
に
研
修
に
訪
れ

ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、Ｊ
Ａ
各
部
署
で
業
務
を
体
験
し
た
他
、

組
合
員
宅
に
て
農
業
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
ヶ
月
間
の
研
修
を
終
え
た
小
師
さ
ん
は
、「
農
作

業
や
Ｊ
Ａ
な
ん
ぽ
ろ
の
業
務
を
通
し
て
、
業
務
内
容
だ

け
で
な
く
、
ど
の
様
な
形
で
組
合
員
さ
ん
に
寄
り
添
っ

て
い
る
か
、Ｊ
Ａ
の
役
割
に
つ
い
て
等
、
様
々
な
視
点

か
ら
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
経
験
を
活
か
し

て
、
南
幌
町
を
は
じ
め
、
道
内
の
組
合
員
さ
ん
の
力
に

な
れ
る
よ
う
に
努
め
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

北
海
道
信
連
新
入
職
員
研
修
受
入
れ

実演にご協力いただいた武良さん、ありがとうございました。

散布後の薬剤拡散性を皆さんで確認。
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長船技師による営農情報！
リン酸肥料の特性について
　リン酸肥料の主原料はリン鉱石ですが、日本国内で産出されないため、海外に依存していま

す。リン鉱石の産出国は中国、モロッコ、チュニジア、アメリカ、ロシア、ヨルダンですが、近年、中

国やアメリカは国内需要を優先させるため、リン鉱石の輸出の抑制などで原料確保が難しい状況

になっています。今月はリン酸肥料の分類と特性を紹介します。

　リン酸の肥料成分は、溶けやすさ（溶解性）で「水溶性」「可溶性」「ク溶性」に分類されます。

１　リン酸の分類

２　リン酸肥料の特性比較

備考：この他に、重過リン酸石灰、重焼燐特号、ダブリン特１７号、高度燐特号があります。

参考資料：新版　土壌診断と作物改善、今さら聞けない肥料の話

表２　過リン酸石灰と熔性リン肥との特性比較

過リン酸石灰

灰白色粉状、粒状

可溶性リン酸　１７～１８．５％

水性性リン酸　１４～１５．５％

石灰、硫酸

+

酸性

中性

+

速効性

水に溶けやすく、作物に吸収されやすい。

６０％前後の硫酸石灰を含む基肥・追肥に良い

熔性リン肥

淡緑色砂状、粒状

く溶性リン酸　２０～２５％

く熔性苦土　　１２～１７％

可溶性ケイ酸　２０～２５％

石灰

－

塩基性

塩基性

±

緩効性

火山灰土壌、酸性土壌に好適　炭カル８０％に

相当する酸性矯正効果がある。基肥として使う

①性状

②組成

（肥料成分と保証量）

（副成分）

③水に対する熔解度

④水溶液の濃度

⑤土壌に及ぼす影響

⑥吸湿性

⑦肥効

⑧使用上の留意点

３　リン酸肥料の成分比較

表３　主なリン酸質肥料の成分

肥料名

過リン酸石灰

苦土重焼リン

熔リン

可溶性リン酸

20

－

－

水溶性リン酸

17

16

－

く溶性リン酸

－

35

20

石灰分

25

20

29

苦土分

－

45

15

アルカリ

－

－

50

ケイ酸

－

－

20

表１　リン酸の分類

略称

WP

SP

CP

TP

リン酸の溶けやすさ

・水に溶けるリン酸で根から速効的に吸収されます。

・過リン酸石灰に含まれ水には溶けないが、作物には水溶性リン酸同様に良く吸収利用されます。

・少し溶けにくく吸収が緩効性ですが効果が長く維持できます。

    

名称

水溶性リン酸

可溶性リン酸

ク溶性リン酸

リン酸全量

成分

リ
ン
酸
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私達のJA

　

表紙の紹介
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集
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記
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T
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0846　
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行
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編
集
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農
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興
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http://w

w
w
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メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
koho ＠
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◎
今
月
号
は
、
報
徳

名
誉
賞
を
受
賞
さ
れ

た
千
成
勝
治
さ
ん

（
夕
張
太
西
幌
）
に

表
紙
を
飾
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

組合員
（前年同期比

正組合員
（前年同期比

准組合員
（前年同期比

正組合員戸数
（前年同期比

2,675名
▲27名）

435名
▲12名）

2,240名
▲15名）

273戸
▲8戸）

令和5年５月末日現在

　
　６
月
定
例
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

【
議

　
　案
】

１
．
役
員
賠
償
責
任
保
険
契
約
の
締
結
に
つ
い
て　

２
．
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

３
．
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１
．
第
４
回 

営
農
振
興
組
合
長
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

２
．
農
産
物
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

３
．
令
和
４
年
産 

収
入
減
少
影
響
緩
和
交
付
金
の
決
定
お
よ
び

積
立
金
の
返
納
に
つ
い
て

４
．
令
和
５
年
肥
（
令
和
６
年
用
）
肥
料
推
進
と
価
格
動
向
に
つ

い
て

５
．
農
業
用
廃
農
ポ
リ
・
廃
農
ビ
ニ
ー
ル
の
回
収
処
理
に
つ
い
て

６
．
５
月
末 

農
産
物
の
保
管
状
況
に
つ
い
て

７
．
令
和
５
年
度 

南
幌
町
穀
類
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設 

小
麦
操
業

計
画
に
つ
い
て

８
．
マ
ネ
ロ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
分
析
結
果
に
つ
い

て

９
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
内
部
管
理
態
勢
構
築
に
か
か
る
指
針
の
制
定

に
つ
い
て

10
．
令
和
５
年
度 

Ｊ
Ａ
総
合
推
進
に
つ
い
て

11
．
５
月
期 

Ｊ
Ａ
ロ
ー
ン
の
貸
付
に
つ
い
て

12
．
内
部
監
査
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

13
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
「
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
報
告
」
に
つ
い
て

14
．
令
和
５
年
度 

５
月
末
組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

15
．
第
１
四
半
期
に
お
け
る
固
定
資
産
の
取
得
、
処
分
に
つ
い
て

16
．
リ
ス
ク
情
報
に
つ
い
て

17
．
夏
期
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

18
．
５
月
末 

財
務
状
況
に
つ
い
て

６
月
14
日

　

気
が
付
け
ば
令
和
５
年
の
半
分
以
上
が
経
過
し
て
い

ま
し
た
。
毎
年
あ
っ
と
言
う
間
に
12
月
を
迎
え
て
い
る

気
が
し
ま
す
。
今
年
の
夏
は
た
く
さ
ん
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

し
た
い
な
と
思
う
吉
田
で
し
た
。（
す
で
に
10
回
以
上

や
っ
て
い
る
こ
と
は
秘
密
で
す
。）

くみあいだより担当の吉田は、
取材時に長ねぎの定植を体験
させていただきました。

日時：8月3日（木）午前９時30分～午後２時
場所：道総研 中央農業試験場（長沼町東６線北15号）

内容：体験・展示コーナー、相談コーナー（作物、土壌、病
害虫）、バスで園地見学など（本年度､試食はありま
せん。）

会場・問い合わせ：道総研 中央農業試験場
　　　　　　　  TEL 0123-89-2586

 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場 中央農業試験場
公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー公開デー

 中央農業試験場
公開デー 入場

無料




